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【要旨】
本論文では、青少年の野外教育の目的達成と日常生活の変容の関係について、青
少年教育施設における受入事業の事例分析を行った。分析の結果、次の①②が仮説
的に得られ、これらが上述の関係の特徴の一端として捉えられる。①宿泊を伴わな
い事業の場合、「対自分自身の拡大」にかかわる目的達成度が高くなれば日常生活の
変容も顕著となる。また「対自然・対他人の拡大」以外ではその目的達成度が高い
と日常生活の変容にあって「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加による変容予想」
の差異は無くなる。②宿泊を伴う事業の場合、「対自分自身の拡大」以外ではその目
的達成度の高低に関係なく日常生活の変容が見られる。また「対自然・対他人の拡
大」「対自分自身の改善」にかかわる目的達成度が高くなると日常生活の変容にあっ
て「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加による変容予想」の差異は無くなる。

1．目的
現在、自然体験活動をはじめとする各種体験活動については、中央教育審議会答申『今
後の青少年の体験活動の推進について」（平成２５年１月）の指摘にもあるように、体験
活動の目的に沿ったプログラムや実施体制の整備等の検討が求められている。自然体験活
動に教育活動としての目的性､組織性､計画性等が加わったものを野外教育と捉えれば')、
目的の達成（の度合）により日常生活の変容がどのように現れるのかを掴むことも必要に
なろう。なぜならば、非日常生活で行われる野外教育が青少年の日常生活でどのような意
味を持つのかは、野外教育にあって重要な研究課題の１つに違いないからである2)。
この点について、筆者はこれまでに青少年教育施設における受入事業（以下、事業）の

事例分析を重ね、その結果、日常生活への影響からみた青少年の野外教育の目的達成の特
徴の一端を捉え3)、その上で事業の宿泊の有無により、事業参加１ヶ月後における団体参
加者の日常生活の変容（以下、「参加１ヶ月後の変容｣）と繰り返し事業に参加すること
によって予想される変容（以下、「継続参加による変容予想｣）に違いが生じることを提示
した4)。しかし、上述の｢参加１ヶ月後の変容｣と｢継続参加による変容予想｣の違いが、野
外教育の目的達成度との関係で見ればどこに存在するかは未解明のままとなっている。
そこで本論文では、上述の事例分析をさらに進めた結果を手がかりとして、青少年の野

外教育の目的達成と日常生活の変容の関係について行った考察の結果を提示したい。
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2．研究方法
前述の目的に対し、今回は青少年の野外教育の目的達成と日常生活の変容の関係につい
ての事例分析を行うが、分析の枠組およびデータについては次の(1)(2)の通りである。分
析結果についての考察は、分析枠組の有効性の観点から行い、分析枠組をより精微なもの
にするための課題もあわせて提示することとした。

（１）分析枠組の設定
事例分析にあっては、既に提出した図１の枠組5)で青少年の野外教育による日常生活の
変容を捉え、その上で図２の枠組による分析を行うことにした。図２は、事業を宿泊の
有無に分類した上で、目的達成度を「期待以上」と「期待通り」のいずれかに分類し6)、
得られた４タイプの事業について、それぞれ「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加によ
る変容予想」の差異の分析を行うことを示している。

拡大

十陸

対自分自身対自然･対他人

改善

図１青少年の野外教育による日常生活の変容を捉える枠組

図２青少年の野外教育の目的達成と日常生活の変容の関係についての分折枠組
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（２）分析データの収集
分析データについては、これまでの研究作業を継続するものであることから、青少年教
育施設の１つである静岡県立朝霧野外活動センター（以下、センター）の受入事業に関
する調査データを用いることにした7)。なお、この調査の概要は表１の通りで、データ使
用についてはセンター所長からの許可を得ている。

表１雷萱の譲雲
1．鯛査内容
（１）事業篝鋼華凋騨こお蹴る函体謬加者の日電生活醗蕊謹似下､義螂ケ獄鶴鱒変翻
勧繰勤鐘し議識:鋤通る蓮とにょつで畿懇され穆蕊霧鰄下､鍵総如によ識謹撚》
側餐受入壌蕊謬頓園体が設塞した馨葉農贈およびそ鋤達態度(以下も員駒達確鰯
側受入寵蕊期間《鱈讃鋤(以下､露窯期闘
（５）雲桑夢蕊謬麺函捧の穏類
（６）受入額鎗函俸鋪主たる年齢鱈他

3．闘謹麺議｡被調醗《サンカ勘
平成調一鰯年翻こ細焔静岡醗窒覇鰯野外謡動センター《蝋嘱セン会一>受入露蕊霞加園体｡輔謡受入
壊錆鋤鯉蝿濁簿

３．鯛蜜方法
質間紙による配付回駁瀧で、具体的な手職参蕊⑳（1)(2）⑳通り。
（１）セッタ旬-鍵濁聴贄跳各受典轆鱈蛎俸想篭瀞臆顯蕊期間中に質間漉憲霞侭
（２）参受入灘蝿体蝿響織､零蒙蕊鋤1ヶ鋤間に質画緩腫鴎し､画答済の質問経を
ファックスにてセ沙ターに通園

4．サン郭も偲圃収撰潟』
回収数《割醐騒<26忽鶏)･脅妨轡駁数K割朋瓢珊卿鋤
なお､遥墓で算斑した園収率･制議劃唾寧は、平鹿鋤～弱年痩におけるセンター受丞事蕊鋤ﾛ圏俸敷
（のぺ諏⑥Z鰯体》巻鰯鋤心竃いる。

§．劉套認識麓頚慧
平成麺年迅河～平瀧愚年ａ月

3．分析結果
今回は、「参加１ヶ月後の変容」および「継続参加による変容予想」をそれぞれ得点化
の上、両者の平均得点の差を捉えることにするが、その得点化については、それぞれサン
プルごとに図１の①～⑧の各項目についての回答「あり」を１点、「なし」を０点とした。
その上で、第１～Ⅳの４つの象限をカテゴリーとして捉え、カテゴリーごとに「参加１
ヶ月後の変容」と「継続参加による変容予想」の平均得点をそれぞれ算出し、あわせて両
者の得点差の分析を行った8)。表２～５は、上述の分析を図２の枠組により分類された４
タイプの事業ごとに行った結果である。
表２は、宿泊無（日帰り）事業における目的達成度「期待以上」のタイプの分析結果
である。Ⅱのカテゴリーにおける「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加による変容予想」
の平均得点は「継続参加による変容予想」の方が０．３３高く、有意な差となっている(t(20)
=2.32,p<.05)。一方、他の３つの象限はいずれも「継続参加による変容予想」が「参加１
ヶ月後の変容」よりも高いものの、それぞれの差は０．１～０．２の間である。
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表２鯵加1ケ月後の変容｣職総参加による変容予想｣平均得点および両得点の大刎潤係一宿泊無事業における目的達成度r期待以上』(n=Z1)の場合一

侭塗卿ケ月後の変審」
平均簿点
（樫準偏勤

『継続参加による変審
予細平均簿点
〈潭準偏鐵

[両縛点豊の
検定結卿
噸

両得点の
大小関係日常生活⑲変容に関する項目

０ y １ < O B 6１対自分自尭の拡大 083( 0 . 5 6 ) 0 ｡ 1 ４ ( ０ . ５ ７ ）
ー ー ー ー ■ ■ ■ ■ ー ー ー ー ０ ■ ■ ■ ー ー 一 ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ー ｑ ■ ■ ■ 一 一 一 一 - 一 一 一 一 ｑ ■ ■ ■ - ｑ ■ ■ ■ 一 一 一 ■ ■ ■ ■ ー ■ ■ ■ ■ - - - - １ ■ j ■ ､ ー ー 卜 Ｉ て こ ｂ ■ D ー １

０ D ５ < O 6 3 ８ _ _ *- ｡Ⅱ 対 自 然 ｡ 対 他 畑 蝿 大 【 D 腿 ､ ) O . 羽 t o o ５ ９ 》 フ ･ 鞭
q ■ ■ ー ■ ■ ■ ー ー ー ー ■ ■ ■ ー ■ ■ ■ 、 ー ー ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ー ー ー ー ー ■ ■ ■ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ■ ■ ■ ー ■ ■ ■ ー 一 一 一 ー ー ー . ー ー ー ー ー ‘ ー ■ ■ ■ ー ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ■ ■

, P

０ ． ２ ９ ； 集 」 ０ ４ ３Ⅱ Ｉ 対 自 然 ･ 対 他 人 の 改 善 ， １‘ヨア( 0 4 6 ) 0 6 1 4 ( 0 5 1（ ０ ４ ６ ０ ６ １ ４ （ Ｏ ｇ １ ）
■ ■ ■ 、 ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ー Ｑ ■ ■ ■ ー ■ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ I ■ ■ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ﾛ ■ I ■ Ｉ ■ ﾛ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ■ Ｄ ■ D Ｕ ■ １ ■ 二 ｌ ■ Ｄ ｑ ﾛ ﾛ ■ ■ ■ １ ■ Ｉ ■ ■ １

０ . 2 ４ ､ < O 侭 ヨ ヨ1V、対自分自身⑳改篝 ０角１( ０ ４ ４ ) ０ . １ ０ ( 0 ･ 5 ８ 》
*p<ng
雲中の数値については、原則としてそれぞれ小数第３位を四捨五入した。従って、両群の平均得点題(数値)が
必ずしも一致しない堀合がある。
表３は、宿泊無事業における目的達成度「期待通り」のタイプの分析結果である。こ

れについては、いずれのカテゴリーにあっても「参加１ヶ月後の変容」よりも「継続参
加による変容予想」の方が高く、いずれも有意な差となっている。
表３「参加ケ月後の変容｣｢継続参加による変容予想｣平均縄点および両得点⑮大fl潤懐

一宿泊無事業における目的連成度『期待通り｣(n割刀の場含＝

｢謬雄1ケ月後⑳変容」
平均得点
(漂準侭蕊）

[継続参加によ患変容
予想』平均得点
鴨準煽勤:

[両綿点豊の
検定結劉
噸

両碍点の
大小関侭

日電生活の変容に関する項目

O . 3 6 < O " 4 = _ * * *Ｉ対自分自身の拡大 ヨ.70( D . 5 7 ) 0 ． ３ ８ ( 0 劇 ）
■ ■ ■ １ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｑ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ I ■ ■ １ ■ ■ ■ ■ ■ ﾛ ■ Ｉ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ Ｄ ｑ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ Ｕ ｌ ■ ■ Ｉ Ｂ ｑ Ｄ Ｄ ｑ Ｄ ■ I ■ ｑ ｌ ■ Ｉ Ｄ g l I ■ ■ 、 ■

０ ． 1 9 ､ < O d 4 0 _ _ _ * *ll対自然･対他人の拡大 ３．１５( 0 4 5 ) O . 2 1 ( , 0 6 5 8 )
q P ■ 甲 ■ h j Q ｲ ｮ 凸 ･ q 4 七 ■ P 占 一 L 4 も

■■■.ー■■■､ー■■■‘ー■■■(■■■■■■"ー'■■■､■■■■!■■■■■■０■I■■､■■■'■■■,-■■ロ'■■■■■■■､■ﾛ■■■■■,q■■■■■■■■■■■■■,-１■■■-■■■■.■■■■■■■.-'■■■■■■､■Ⅱ■■.-■■■I■■■■■■,ー■I■■､'■■■■■■,-■■■､-’■■ｑ’ー■〃

' Ⅱ 対 農 撚 6 対 他 人 の 政 善 ０ . ' ５ 鐘 : M ) ' " ｡
( O d 6 2( 0 4 2 ) O 師 咽

■ ■ ■ Ｕ ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｑ ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ー ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｑ ■ ■ ■ 一 日 ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ ﾛ ﾛ ■ １ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ｑ 、 ■ ｌ ■ ｑ Ｄ ■ I ■ q l l ■ ﾛ ､ ■ 1 1 ■ ８ １ ■ ■

０ ． 1 1 : < O n O _ = _ * *Ⅳ 、 対 自 分 自 身 の 改 善 フ 里 心( O ． ﾖ 1 ) O . 3 0 ( O fl )
* p < 0５ * * p < D１本本本p <D０１

表中の数値については､原則としてそれぞれ小傲第ﾖ位を四捨五入した｡従って､岡群の平懲穏点蕊(銭腫)が
必ずしも一致しない場合がある。
表４は、宿泊有（１泊以上）事業における目的達成度「期待以上」のタイプの分析結果
である。このタイプではⅢのカテゴリーで「継続参加による変容予想」の方が「参加１
ケ月後の変容」よりも０．２６高く、有意な差であるが(t(128)=4.45,p<.001)、その他の
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カテゴリーについてはいずれも両者の差が０．１未満となっている。
表4r参加1ケ月後の変割『継総参加によ巻蕊容塞細平均得点お甑ぴ両得点の大小関係一宿泊有事業におI蝿目的達感度『期待以上』(n=129)の鵜合一

[鋪#窪鋤
検華鑑剰
髄

『継続鋤ﾛによる変霧
予想』平均霧点
鶴準偏勤

F義雄1ヶ月後の蕊審』
平均総慮
僻躍編鋤

廐得点⑲
犬小関綴臼繕生活鰯変容に関嘗惑項匿

０ ． 2 9 : : < O 尋 ３ 0695｣Ｉ 対 冒 分 嶌 身 ⑳ 鐸 晦 ( M E , > " 5 ( n 6 5 2 )（ ○ 4 ５ ｼ ｑ ｐ ５ 〈 ： ０ ６ ５ ２ 》
Ｉ■■ I Ｕ ■ １ １ ■ Ｉ Ｄ ■ I D ■ １ ■ I D O ■ ■ ■ ｌ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ ■ I ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ０ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ０ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ｜ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｑ ■ ■

， ； ｆ

ロ Ｂ ２ 、 薫 ： ｝ ロ 堺 ８ ，I I ､ 職 農 雛 ｸ 対 他 人 鋤 拡 大 Ｏ 叡 昼( O . 6 3 : ) 0 D 5 ( O d M )
少

，、■’１６０１Ｄ‘‘，-・・｛６ロ’１０■■■-１■■■,-０■■D‘一口■■■､-１■■■一I■■■-０ー､一一--．|■■■一ーD一■■■■_一0■■■_'一一ー■■ﾛ■＝I■■■一ーー1■■■‘一一.＝l■■■＝ー.ー
事＊＊、

Ⅲ 対 富 然 . 矧 也 人 の 致 善 o ･ 6 4 < " o " 445( D . 6 4 " > 0 6 2 6 ( o " )
Ｉ 一 ■ I Ｄ ■ Ｉ ■ Ｉ Ｂ ■ Ｉ D q I ■ ■ I D ■ Ｉ ■ 0 Ｉ ■ ■ Ｏ Ｂ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｑ ■ ■ ■ ■ I ■ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｑ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ０ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｕ ■ ■ ■ ■ I ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■

O ｡ 5 7 : " O ． 6 0Ⅳ 対 自 分 富 身 の 改 善 O b 脇( o . 5 8 ) 0 D 3 ( O . 5 1 )' し

* * * p < DO 1

熟”鰯塵について腿臆則として受れ薄れ汕鐵蝿鐘懇峨麺入した｡従って､侭鰐の平均勧擶差繊卿が
必ずしも一致しない壗含がある６
表５は、宿泊有事業における目的達成度「期待通り」のタイプの分析結果である。
このタイプについては、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの３カテゴリーにおいて、「継続参加による変容予想」
の方が「参加１ヶ月後の変容」よりも有意に高くなっている。なお、Ｉのカテゴリーは、
今回に分析で唯一「継続参加による変容予想」よりも「参加１ヶ月後の変容」の方が高
くなっているが、その差は0.01である。

表５「参加1ケ月後の変割聡鯖霧加による変容讓想｣平均鶴点および両得点の大剃潤儲
一橿泊有事叢におけ篭目的達惑度墹祷通捌(n澪弱5)露鐙合一

f継鏡参柳こよる変容
予想』平均篭点
(漂準偏蕊）

[爾得憲蓮⑳
検定結調
ｔ臆

惨捌嫁月識鰯褒劉
平均認歳． ､ <

(鎮準偏勧
簡得点鰯
大小関係日常生活⑳変容に関する項舅

。 . ｚ ’ > " : " o = o 鑓’ 対 自 分 自 身 ( 轍 蹴 り < & o " ) o D 1 ( 0 4 1 )
， ■ 1 1 ■ ｑ 、 一 旦 Ｉ Ｄ ■ ｜ ■ ｑ Ｄ ■ Ｉ Ｄ g l l ■ I I q I B ｇ Ｉ Ｑ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ I D ■ １ １ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ０ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｜ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■ ｌ ■ ■ ■ ロ ■ ■

０ ． ７ １ ＜ ０ ． 妬 察 * ＊f D

l l 瀞 賞 然 匂 対 他 人 鯏 痙 大 ８ 画 ｚα 叫 : f D d f 5 ),■・〆‘？"、Ⅱ."S="農“…"，.｢i■.＃""■ｌ？"ﾊ‘■旧・■Ⅷda""'3､""=､L&､.-==_ー-
０ 国 ８ ＜ ０ 墨 ２ 〈 ． … ” ＊ * ＊Ⅲ 篭 豊 撫 対 他 人 鰯 改 善 ？ （ ロ “ - ． ８ 鵬 ：) O ｡ 2 4 ( " O d 6 4 )
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表中の数値については亀原則としてそ税ぞれ4徴箪２位蓬鱈捨五入した。従って、廊群の平蟻得虚菫(数脚鰊
必ずしも一致しない溺舎がある。
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次に、前述の分析で得られた得点差についてはそれぞれ配分円形線図表9)で捉え、それ
を手がかりに青少年の野外教育の目的達成と日常生活の変容の関係について検討してみる
ことにしよう。
図３は、宿泊無事業における目的達成度「期待以上」のタイプである。皿のカテゴリ

ーにおける「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加による変容予想」の開きは表２の指摘
通りであるが、平均得点の高低で見ると、Ｉのカテゴリーの平均得点は「参加１ヶ月後
の変容」「継続参加による変容予想」とも他のカテゴリーよりも突出して高くなっている。
これは、宿泊無事業にあって目的達成度が期待以上であったとき、日常にあって自分自身
の活動の幅を広げるなどの変容が参加１ヶ月後から現れる特徴を示唆している。この特
徴は、宿泊を伴わない事業にあっては、参加者がこれまで経験したことのない活動に新た
に挑戦的に取り組むことが多い傾向を反映しているのではないかと思われる。
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図３「参加1ケ月後の変容｣F維鏡参加による変容予想』平均得虚
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図４は宿泊無事業における目的達成度「期待通り」のタイプであるが、表３で示した
通り、いずれのカテゴリーにあっても「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加による変容
予想」の間に開きが見られる。また、Ｉのカテゴリーの「継続参加による変容予想」につ
いては、図３と同様、他のカテゴリーよりも突出して高くなっている。図３との比較で
述べると、目的達成度が「期待通り」の場合は、「期待以上」と違って参加１ヶ月後とい
った時点での変容は見られない。しかし、継続して行えばＩのカテゴリーに関する変容が
期待できると被調査者（団体担当者）は捉えていることが予想される。
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図５は、宿泊有事業における目的達成度「期待以上」のタイプである。図３および図４
との比較で述べると、「参加１ヶ月後の変容」「継続参加による変容予想」とも、Ｉのカ
テゴリーが最も低く、図３および図４とは逆の傾向となっている。「参加１ケ月後の変容」
と「継続参加による変容予想」の開きは、表４でも示したようにⅢのカテゴリーのみに
見られ、他のカテゴリーにあっては両者の差は殆ど見られない。特に、Ⅱのカテゴリーの
ような自然や他人にかかわる見方などの拡がりは、宿泊を伴う事業で「期待以上」の目的
達成が得られたときとされているが、これは参加者がさまざまな事象に触れる機会に恵ま
れるといった宿泊を伴う事業の特徴の一端を示唆していると考えられる。
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図６は宿泊有事業における目的達成度「期待通り」のタイプで、図５との比較で述べ
れば、図５ではⅡおよびⅣのカテゴリーにおける「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加
による変容予想」の開きは殆ど無いが、図６では表５でも指摘されているような開きと
なっている。
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図6ｒ参加1ケ月後の変劉｢継轤参加による変容予想｣平均得点
一宿泊有事業における目的達成度｢鰯待通り｣の場合一

4．考察
３．で提示した分析結果を仮説的にまとめてみると、次の①②のような内容が導かれると
考えられる。

①宿泊を伴わない事業にあっては、「対自分自身の拡大」のカテゴリーでは目的達成
度が高いと「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加による変容予想」の両者ともに高
水準な変容が見られ、「対自然・対他人の拡大」以外のカテゴリーでは目的達成度が
高いと両者の問に差異が無くなる。

②宿泊を伴う事業にあっては、「対自分自身の拡大」以外のカテゴリーでは目的達成
度の高低に関係なく「参加１ヶ月後の変容」と「継続参加による変容予想」の両者
とも高水準な変容が見られ、「対自然・対他人の拡大」および「対自分自身の改善」
のカテゴリーでは目的達成度が高いと両者の差異が無くなる。

上述の結果があくまでも限定された事例の分析による事実発見的な内容であり、当然な
がら今後さらなる検討を重ねる必要があるが、ここではこのような分析を行う意味につい
て、今後の課題にも触れながら述べておきたい。
第１は、事業を宿泊の有無に分類した上で、目的達成度を「期待以上」と「期待通り」
のいずれかに分類するというタイプ分けすることについてである。青少年の野外教育の目
的達成と日常生活の変容の関係分析にあたり、宿泊の有無を加えた分類は野外教育に関す
る事業の場合は特に必要であろうが、宿泊数の多寡をどのように加えるかが今後の課題で
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あろう。また、目的達成度について、注６)でも述べたように、期待より低い目的達成度
の場合についての分析を行うことが今回できなかった。しかし、期待通り目的達成できな
かった場合で日常生活の変容が現れるとすれば、それはどのような特徴を持っているのか
は今後解明すべき課題であろうから、サンプルの蓄積を待って追分析を行わなければなら
ないと思われる。
第２は、日常生活の変容の捉え方についてである。表１で示したように、「参加１ヶ月
後の変容」と「継続参加による変容予想」について、今回の分析では、各受入事業参加団
体の担当者の回答データで行った。参加者個別ではなく参加者団体の次元で捉えているこ
と、特に「継続参加による変容予想」があくまでも予想であることは、本分析にあっては
データの限界である。このような課題が依然残されているとしても、日常生活の変容をカ
テゴリー化した上でそれとの関連で目的達成度との分析を行うことにより、事業タイプご
との特徴が析出できる可能性があると考えられる。今回の分析を手がかりに､将来的には、
目的の種類のみならず、事業プログラムを構成するさまざまな要素を含めた多角的な分析
を行うことにより、青少年の野外教育に関する事業運営上の貢献となり得るような特徴解
明も目指さなくてはならないであろう。
これらの課題にも急ぎ取り組みつつ、１．の目的で述べた中教審答申で言われている体験

活動の目的に沿ったプログラムや実施体制の整備等にも考慮しながら、今後、野外教育に
よる青少年の日常生活変容の特徴を解明していきたいと考えている。

注
1）拙稿「野外教育の分析枠組による青少年の自然体験活動遂行と自然体験蓄積の関係」
（｢野外教育研究（日本野外教育学会)』１７(2)，平成２６年,pp､1-14)。

2）拙稿「青少年の野外教育における生活技術習得研究序説」（『教育学研究集録（筑波
大学大学院博士課程教育学研究科)」２１，平成９年,pp.79-88)。
3）拙稿「日常生活への影響からみた青少年の野外教育の目的達成の特徴」（『日本生涯教
育学会論集』３２，平成２３年,pp.103-112)。

4）拙稿「青少年の野外教育の継続による日常生活への影響の分析」（『日本生涯教育学会
論集』３４，平成２５年,pp､73-82)。

5）前掲論文3)p.104の第２図およびその説明を参照。野外教育による日常生活の変容に
ついては､対自然、対他者、自己の３つの側面にかかわる効果から言及しているもの
が多く、特にvanderSmissenは、①自然との関係の認識の拡大・改善、②他人との
関係の認識の拡大・改善､③自分自身との関係の認識の拡大・改善、を挙げている(van
derSmissen,Betty<TheDynamicsofResearch'vanderSmissen,Betty(ed.)
"ResearchCampingandEnvironmentalEducation(PennStateHPERSeries
No､11)''ThePennsylvamaStateUniversity,1975,pp.5-17を参照)。図中の①～⑧の
項目はその具体的な項目として挙げたものである。なお、ここでいう拡大とは、知識量
が増えることや物の見方が広がること、あるいは新たな活動を行うことなどで、改善と
は、今まで身につけていた考え方や態度が変わったり、既に身についていた行動の仕方
が変わることなどである。

6）具体的な目的達成度はさまざまな度合が挙げられるが、今回は後述するデータの制約
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上、２段階のみに限定した。
7）サンプルのプロフイールおよび基礎集計結果は付図１～６を参照。
8）今回の分析で行った有意差検定は、対応のあるｔ検定によるものである。
9）佐藤甚次郎『統計図表と分布表」（古今書院昭和４６年)pp.86-88。
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